
第３８回有機合成若手セミナー 

 明日の有機合成を担う人のために  
主催／有機合成化学協会関西支部・日本薬学会近畿支部 

このセミナーは化学を専攻する学部学生、大学院生及び若い研究者を対象に、明日の有機合成を考える会として昭
和55年より開催いたしております。第一線で御活躍の先生方に研究の基本から新方法論の展開及び標的物質へのア
プローチなどの話を通して、有機合成の意義と重要性を分りやすくご講義いただきます。また、ポスターセッションを設
けており、優秀な発表には優秀研究発表賞を授与いたしますので、奮って御参加下さいますよう御案内申し上げます。 

 

【日 時】 平成３０年 ８月 ７日（火） 10:00～17:25 

【会 場】 関西学院大学(西宮上ヶ原キャンパス) 中央講堂 （兵庫県西宮市上ケ原一番町1-155） 

◆◆◆プログラム◆◆◆ 
招待講演「グルコースのピラノース環は柔らかいかも」 (10:00～10:50) 

関西学院大学 理工学部 教授 山田 英俊 氏 

若手講演「クロスカップリング反応による第四級炭素構築手法」 (10:50～11:30) 

東京大学 大学院工学系研究科 准教授 岩﨑 孝紀 氏 

〔昼休み (11:30～12:20)〕 

ポスターセッション (12:20～13:50)  

若手講演「連続ヘテロ原子が関与するアミドの化学」 (14:00～14:40) 

神戸薬科大学 薬学部 講師 武田 紀彦 氏 

招待講演「イリジウム触媒を使った高原子効率型付加反応」 (14:40～15:30)  

大阪市立大学 大学院理学研究科 教授 西村 貴洋 氏 

招待講演「ケミストが挑んだ新薬創製の道のり」 (15:45～16:35)             

東和薬品(株) 執行役員 原薬本部長／大地化成(株) 顧問         

元武田薬品工業(株)／元立命館大学（R-GIRO） 内川  治 氏 

招待講演「高周期典型元素を含む新規なπ電子系の創出」 (16:35～17:25) 

京都大学 化学研究所 教授 時任 宣博 氏 
 

申込締切日/ ７月１２日(木)   定  員/ 講演会２００名、ポスター発表５０件 

参 加 費/ 企業、大学・官公庁職員：3,000 円、学生：2,000 円（要旨集代を含む） 

ミキサー/ 講演終了後、講師をお囲みして気軽なミキサーを行いますので奮って御参加下さい。 
(17:40～19:00) [場所：関西学院会館 レセプションホール]  
（参加費）企業、大学・官公庁職員：2,000 円、学生：1,000 円 

参加申込/ 「有機合成若手セミナー申込書」と題記の上、①氏名 ②大学名（学年、研究室名も必ず）または勤務先（所属

も必ず） ③ポスター発表の有無 ④ミキサー参加の有無 ⑤連絡先（住所・TEL・E-mail）  を明記し、E-mail 

( seminar@soc-kansai.org )、FAX( 06－6443－6685 ) もしくは、郵便にてお申込み下さい。 

※参加証は送付いたしません。参加費は当日会場でお支払い下さい。 

 ポスター発表募集 
ポスター発表希望の方はホームページ（ http://www.soc-kansai.org/event/2018/2018wakate.html ）のポスター発

表申込方法を参照の上、テンプレートをダウンロードし、必要事項を記入の上、以下の要領でお申込み下さい(発表

者の年令は35歳未満が望ましい)。 

「若手セミナー発表申込」と題記の上、テンプレートに ①表題（和文） ②所属・氏名・発表者に〇印 ③説明文 ④代

表的化学式を挿入したアブストラクトを添付し、E-mail にて (synth-wakate@chem.osakafu-u.ac.jp)へお送り下さい。 

ポスター発表の中から優秀研究発表賞の審査を行います。なお、ポスターの大きさはA0サイズ（841 mm× 1189 mm）

まで貼り付け可能です。 

ポスター発表申込締切日／ 6月22日（金）必着 （先着50件まで受け付けます） 
 
問い合わせ先/〒550 －0004 大阪市西区靭本町１－８－４ 

有機合成化学協会関西支部事務局 
TEL 06 –6441-5531 /FAX 06-6443-6685 



第38回有機合成若手セミナー 

〔関西学院大学西宮上ヶ原キャンパス案内〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
阪急今津線「甲東園」駅・「仁川」駅からの徒歩ルート 

＜正門を直進して中央芝生の左手が会場（中央講堂）です。＞ 

黒太線がルート (黒太線)がルート 


